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1：50, 000  地質図幅　                                                                   
説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　          ( 昭和 35 年稿 )

網　　　走

( 網走―第 27 号 )

　本図幅の野外調査は，昭和 33 年 7 月に約 10 日間行なったものであるが，筆者

はすでにこの地域を昭和 27 年 11 月と同 28 年 6 月とに石油・天然ガスのための

地質調査を約 20 日間，また昭和 29 年 7 月から 9 月にかけて帝国石油 K.K 依頼の

石油を目的とした地質調査を，50 日間実施したので今回の調査は，これらの資料

の 点 検 と 修 整 を 目 的 と し て 図 幅 完 成 の た め の 調 査 を 行 な っ た も の で あ る。 こ れ ら

の 調 査 に お い て 産 出 化 石 の 鑑 定 に は 本 所 大 山 桂 技 官 の， 火 成 岩 の 検 鏡 に は 地 質 部

松 井 和 典 技 官 の， 岩 石 薄 片 製 作 に は 技 術 部 佐 藤 芳 治 氏 の， 化 学 分 析 に は 技 術 部 化

学課牧真一技官の労を煩わした。

Ⅰ．地　　　形

　本図幅地域は能取半島の東側にあって，第四紀更新統に属する美幌層によって形成

された，緩傾斜の平坦面を有する台地状地形を形成しているが，オホーツク海に面す

る海岸は 30 〜 40m の高さをもつ比較的急峻な海崖をもって海にのぞんでいる。網走市

街地は能取半島頸部を東西に流れ，網走湖から海に入る網走川河流が形成した三角洲

上にある。またこの台地を切る小沢はおゝむね東西に走ってオホーツク海にそそいで

いる。海岸沿いには安山岩岩脈が処々貫入しているが，そのうちの大きいものは網走

港防波堤先端に特異な形態を示す帽子岩である。
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図版 1　能取半島の美幌層による台地地形の牧場風景

図版 2　網走港内帽子岩 (Augite  andesi te )
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Ⅱ．地　　　質

Ⅱ．1　概　　説　

　本図幅地域内には主として新第三系中新統に属する車止内層・網走層と第四系美幌

層とが分布しているが，このほか一部には小範囲ながら中新統の能取層と，網走層の同

時異相である鱒浦層とが露出している。能取半島東側の地質構造は，おゝむね西傾斜の

単斜構造を示すが，網走市街地車止内の沢付近では車止内背斜の半ドーム構造が，車止

内層と網走層とによって形成されていて，北方に向かって開いた形を呈している。

　この地域の層序関係を第 1 表に示す。

　また火成岩は，自破砕熔岩状を呈する普通輝石安山岩が，網走層中に岩床をなして

迸入しているほか，処々に同質の安山岩岩脈が網走層を貫いているのが見られる。網

走市港外の通称帽子岩・網走港南海岸，およびポンモイ海岸の石切場の岩石は，みご

とな柱状節理の発達する粗粒玄武岩質安山岩の岩脈である。

図版 3　ポンモイ石切場においてみごとな柱状節理を示す安山岩 ( 上位は美幌層によって不整合に覆
　　　　　　　われている )
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第 1 表　網走市付近の地質総括表

訂　正

車止内層の欄
縞状泥岩層→縞状淤泥岩部層
( 上部 ) 細粒砂岩層→ ( 上部 ) 細粒砂岩部層

塊状泥岩層→塊状淤泥岩部層
( 縞状緑色砂岩層 ) → ( 縞状緑色砂岩部層 )
( 下部細粒砂岩層 ) → ( 下部細粒砂岩部層 )
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Ⅱ．2　新  第  三  系

Ⅱ．2．1　車
く る ま と ま な い

止 内  層

　本層の下限は本図幅地域内には見られず，その上半部だけが分布している。本図幅

地域では車止内層の上部を次の 3 部層に細別できる。すなわち上位から

縞状淤泥岩部層　 　( 層厚 25 m 前後 )

細粒砂岩部層　　　 ( 層厚 180 m)

塊状淤泥岩部層　 　( 層厚 100 m 以上 )

　なお，本層の下半部は本図幅地域南西方の卯原内川上流地域に露出しているが，そ

こでは車止内層は基盤の古生層と不整合関係にあり，5 つの部層に細別されるが，塊

状淤泥岩部層以下の地層は次のようである。

塊状淤泥岩部層　 　( 層厚 310 m)

縞状緑色砂岩部層　 ( 層厚 210 m)

下部細粒砂岩部層　 ( 層厚 310 m)

　次に本地域内の車止内層の 3 部層につき述べる。

　塊状淤泥岩部層

　本部層は網走市街の車止内の沢および釧網線トンネル付近に露出し，車止内背斜の

核心部を構成している。無層理塊状でやゝ硬質，暗灰色〜青灰色の淤泥岩であって，

大型化石をまれに含んでいる。一見いわゆる硬質頁岩状を呈し，能取層の一部と誤認

されやすいが，また一部には黒色頁岩状を呈する部分もある。本部層は石油および天

然ガス鉱床の母岩としての可能性を有するかもしれない。上位の細粒砂岩部層とは整

合である。産出化石は次のものが見られた。

Macoma calcarea  (GMELIN) 

Nuculana  sp .

　細粒砂岩部層
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　本部層は車止内の沢およびポンモイ石切揚付近に分布し，主として淡青灰色〜淡灰

色の細粒砂岩からなり，ほとんど無層理の塊状であって，部分的に凝灰質となり，ま

れに中粒砂岩や薄い白色凝灰岩を挾む。化石を比較的多く産するが，次のものが得ら

れた。

Poromya  sp .   nov.  

Periploma yokoyamai  MAKIYAMA 

Macoma calcarea  (GMELIN) 

Gemma  sp .  

Cyclocardia  sp .  

Thyasira bisecta  (CONRAD) 

Port landia  (Port landel la)  watasei  (KANEHARA) 

Yoldia sobrina  TAKEDA 

Megayoldia  sp .  

Saccel la  sp .  

Acila  (Acila)  v igal ia  var.   e longata N.  & H.  

Dental ium  sp .  

Nassarius  sp .  

Trophon aff .   xestra DALL. 

Borescala sp.  

Ceri thidea  sp .  

Ancist lepis  sp .  

Turi te l la  sp.  

Magari tes  sp .  

　縞状淤泥岩部層

　本部層は車止内の沢および競馬場の沢 ( ポンモイ海岸 ) に露出する。淤泥岩と砂質

淤泥岩との細互層からなり，全般的に軟質である。本部層は網走層の下位にあり，層

厚も場所によって若干変化する。網走層とは岩相をまったく異にするが，走向・傾斜

にはほとんど差のない点や，対比上の観点からして，網走層とは平行不整合関係にあ

るものと考える。また下位の細粒砂岩部層とは整合である。
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Ⅱ．2．2　網　走　層

　本層は天都山・ポンモイ・網走市南部台地および能取半島東側台地などに，第四系

美幌層に不整合に覆われて広く分布している。火山砕屑物に富む粗粒砂岩と礫岩との

互層からなり，中粒砂岩・細粒砂岩・淤泥岩・集塊岩を互層中に混えているほか，普

通輝石安山岩質熔岩の岩床を層中に挾み，同質の安山岩および粗粒玄武岩質安山岩の

岩脈によって貫かれている。まれに保存の悪い二枚貝化石が得られるほか化石はほと

んど産出しない。

　本図幅地域南東隅の大滝の沢から鱒浦方面にかけて，網走層の一部が急激に細粒化

して泥質となり，岩相を著しく変えて南方に厚さを増し，本来の岩相を有する網走層

とは外観上不整合的に見える部分を生じているが，南方潮見付近では泥質岩相の上位

にも網走層上部が重なっているので，その部分を網走層の同位異相として鱒浦層と命

名し，本層と区別した。網走層の層厚は一般には約 650m をもつが，潮見付近では，

図版 4　能取岬の網走層の集塊岩
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図版 5　能取岬先端の網走層による海岸崖

鱒浦層下位の本層層厚は約 150m となっている。

Ⅱ．2．3　鱒　浦　層

　模式地は小清水図幅地域の鱒浦の勇
ゆ に

仁川であるが，本地域内では南東隅の小範囲に

露出するだけである。

　網走層の下部を一見不整合状に覆う場合と，整合的にのる場合と，本層が網走層の

安山岩質熔岩流，および火山砕屑物に富む粗粒岩に覆われる場合とがある。鱒浦付近

では網走層とインターフィンガー ( 指交状互層 ) 関係にあるものと考えて，鱒浦層と

網走層とは同時異相であるとする。

　層厚は鱒浦付近において 230m であり，南東方へ層厚を増す傾向があるので，当図

幅地域南部では 200m 以内と推定される。

　岩相は塊状無層理の細粒砂岩または淤泥質砂岩の場合と，淤泥岩・頁岩・スコリア

質粗粒砂岩の互層の場合とがあり，岩相の水平的な変化はかなり著しいが，模式地鱒

浦付近では淤泥岩および頁岩を主とし，それらと細粒砂岩・中粒砂岩との互層であっ

て，白色細粒凝灰岩の薄層をまれに挾んでいる。

　化石はまれに産出するが時代決定に役立つものは得られていない。
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　網走層との関係が明らかに観察されるのは，ポンモイ海岸大滝の沢およびその南の

小沢であって，網走層下部の粗粒砂岩・礫岩の互層の上位に，それらを斜めに切って

大きな偽層のような状態で，一見不整合状に鱒浦層がのっている。すなわち，上位の

地層は塊状無層理の細粒砂岩ないし淤泥質砂岩の場合と，硬質頁岩・淤泥岩・中粒砂

岩の互層の場合とがあり，下位の地層は火山砕屑物を含む粗粒砂岩，または礫岩から

なる網走層である。

　網走層の上位には整合に能取層の硬質頁岩が存在するのが，能取半島から網走市街

にかけての一般的の層序関係であるが，大滝の沢付近における網走層上位の地層は，

能取層とはまったく別の岩相を示す鱠浦層である。網走層との関係は小清水図幅説明

書に述べたように，種々な観点から同時異相関係にあるものとする。

Ⅱ．2．4　能　取　層

　本図幅西隣の能取半島の中央部に，南北に延びた背斜構造で広く分布しているが，

本図幅内では二ツ岩の沢付近に本層の基底部がわずかに露出しているに過ぎない。

　岩相はいわゆる硬質頁岩といわれるものであって，珪質の部分とやゝ凝灰質の部分

とがあるが，基底部は集塊岩質礫岩・粗粒砂岩・中粒砂岩・細粒砂岩・軽石質凝灰岩・

淤泥岩・硬質頁岩などが互層をなしている。網走層と能取層との関係は整合と考えら

れるが，次に露頭において観察される両層の漸移状況を各所ごとに述べる。

　能取半島北端の能取灯台から南西方 1km の海岸では，上位から

　　( 能取層 ) 中粒軽石質灰白色凝灰岩　層厚 30 〜 40m

硬質頁岩・細粒砂岩互層　　　　5.00m 以上

暗灰色珪質頁岩　　　　　　　　1.00m

暗緑色硬質頁岩　　　　　　　　0.80m

暗緑色海緑石入り細粒砂岩　　　1.80m

暗灰色粗粒軽石　　　　　　　　1.00m

凝灰質細粒砂岩　　　　　　　　0.50m

　　( 網走層 ) 集塊岩質細礫岩　　　　　　1.00m 以上

　二ツ岩北方約 3km の大沢中流においては上位から

　　( 能取層 ) 硬質頁岩　　　　　　層厚　5.00m 以上
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暗緑灰色硬質砂質頁岩　　層厚　0.50m

凝灰岩・硬質砂岩互層　　　　　1.00m

凝灰質角礫岩　　　　　　　　　3.00m

　　( 網走層 ) 集塊岩質細礫岩　　　　　　4.00m 以上

　二ツ岩営林署の沢のすぐ南の小沢においては上位から

　　( 能取層 ) 淡黄灰色珪藻土質淤泥岩  層厚 0.5m 以上

灰白色含粗粒砂淤泥岩　　　　　0.4m

粗粒砂質軽石質凝灰岩　　　　　0.1m

硬質粗粒砂岩　　　　　　　　　0.15m

粗粒砂質軽石質凝灰岩　　　　　1.0m

暗緑灰色硬質中粒砂岩　　　　　0.3m

軽石質粗鬆粗粒砂岩　　　　　　0.5m

硬質集塊岩質細礫岩　　　　　　0.2m

軽石質中粒砂岩　　　　　　　　0.5m

　　( 網走層 ) 細礫岩　　　　　　　　　　1.0m 以上

　また同じ沢の別の露頭では上位から

　　( 能取層 ) 暗灰色硬質頁岩　　 層厚　  10.0m 以上

暗緑灰色中粒砂岩　　　　　　　0.1m

珪質頁岩　　　　　　　　　　　0.3m

暗色軟質細粒砂岩　　　　　　　0.3m

珪質頁岩　　　　　　　　　　　0.5m

暗灰色軟質細粒砂岩　　　　　　0.6m

軽石質凝灰岩　　　　　　　　　2.4m

暗灰色粗粒砂岩　　　　　　　　1.7m

砂質凝灰岩　　　　　　　　　　0.4m

硬質細粒砂岩　　　　　　　　　0.7m 以上

　以上 3 ヵ所の 4 露頭における観察では，網走層は上位に 4 〜 10m の漸移帯をもっ

て，整合移化の関係で能取層に移っている。網走付近および能取半島においては能取

層は網走層と整合であるが，他方常呂方面や緋牛内方面においては，能取層は車止内
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層に不整合関係でのっているとされている。

　化石は有孔虫がまれに見られるほか大型のものは発見できなかった。

Ⅱ．2．5　地  質  構  造

　能取半島中央部に呼人層・能取層によって形成されて，南北に延びる能取向斜構造

が存在するため，本図幅内の能取半島地域の網走層と能取層とは向斜の東翼を形成し，

西傾斜の単斜構造をしてほゞ南北に延びている。

　網走川の南部においては，車止内の沢から帽子岩付近をとおり海上に走る車止内背

斜構造が存在し，軸芯部は車止内層によって組成されている。この背斜の西側には網

走層によって形成されている天都山向斜の小規模の構造があり，この背斜と向斜の両

構造は，ポンモイ海岸からほゞ東西に走るポンモイ断層によって切られている。

　ポンモイ断層の南側，すなわち本図幅地域の南端部には小規模な構造のポンモイ向

斜と，ポンモイ背斜が存在し，ポンモイ背斜はポンモイ海岸から海に延びている。ま

たこの背斜と向斜は南隣小清水図幅に示されるように，南接区域外の潮見方面に南北

に延びて続いている。

Ⅱ．3　第　四　系

Ⅱ．3．1　更　新　統

　美　幌　層

　本層は前述の第三系を不整合に被覆して広く分布し，台地状地形の上面を形成して

いる。下部約 10m は主として未凝固の礫・砂・火山砕屑物からなるが，網走市街地付

近では砂・粘土・凝灰岩などの互層からなっている。

　この上位は主として軽石質火山灰であるが，砂礫層との境界にはしばしば泥炭層が

挾まれる場合がある。このうちとくに顕著なものは，ポンモイ海岸に注ぐ 2，3 の沢

中にみられるもので，この付近では泥炭層の層厚は 10cm から約 2m までに変化し，

膨縮が甚だしい。
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Ⅱ．3．2　現世統

　沖　積　層

　本図幅地域内の海岸は，ほとんど海岸崖をなしていて冲積層の堆積はほとんどない

が，網走川河口の網走市街地，および車止内の沢には網走川が形成した三角洲の礫・

砂・粘土からなる 30m 以薄の冲積層が分布している。また網走港から明治にかけた地

域の海岸には現世の海成冲積層である海浜の砂層が分布している。

Ⅱ．4　火　成　岩

　網走層中には安山岩類の岩床が多くみられるが，ほかに網走層と車止内層とを貫い

て安山岩の岩脈が帽子岩や二ツ岩に存在する。

Ⅱ．4．1　普通輝石安山岩

　帽子岩・ポンモイ石切場および大沢南方 600m の海岸油徴地付近のものは，いずれ

も普通輝石安山岩であって，帽子岩およびポンモイの安山岩は車止内層を貫き，美幌

層に覆われている ( 図版 7，8)。両者とも外観は淡緑灰色で，径 0.5 〜 2mm 程度の

気泡を散含する。石切場付近では安山岩と車止内層との境界は，一部では迸入角礫状

安山岩が存在し，一部では車止内層の塊状淤泥岩部層にごく軽度の接触変質を与えて

おり，一部では断層で接している。

　またポンモイ石切場では，この安山岩にみごとな柱状節理が発達しているのが観察

される。大沢南方 600m の海岸の安山岩は外観淡緑灰色，緻密で，網走層を貫いてい

る。これらを鏡下で観察すれば次の通りである。

　帽　子　岩

斑晶：斜長石・普通輝石

斜 長 石 は 大 き さ 0.5 〜 1.0mm で 多 量。 普 通 輝 石 は 大 き さ 0.5mm で 量 は 少 な

い。

石基：普通輝石・斜長石からなり，変質度が著しく，斑状構造を有する。

ポ  ン  モ  イ
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図版 6　美岬から 1km 南方の海鵜の群がる安山岩岩礁

図版 7　ポンモイ石切場の安山岩
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図版 8　ポンモイ石切場安山岩の遠景

斑晶：斜長石・普通輝石・磁鉄鉱　　　　　　　　　　　　　　　　　

斜 長 石 は 大 き さ 0.7mm 程 度 で 多 量。 普 通 輝 石 は 大 き さ 0.5mm 程 度 で ま

れ に 2.0mm く ら い の も の が あ る が 量 は 少 な い。 磁 鉄 鉱 は 大 き さ 0.5mm

大 で 少 量 。

石基：斜 長 石 ・ 普 通 輝 石 か ら な り ， 間 粒 構 造 を 示 す 。

　大沢南方 600m の海岸

斑晶：斜長石・普通輝石

斜 長 石 は 大 き さ 0.5 〜 1.5mm 大。 普 通 輝 石 は 少 量 で あ る が， 大 き さ 0.8

〜 1 . 2 m m 程 度 。

石基：ガ ラ ス 質 で 塡 間 構 造 を な し ， 緑 泥 石 化 作 用 を 受 け て い る 。

Ⅱ．4．2　角閃石安山岩

　網走港北方約 3km の景勝地二ツ岩の安山岩で，網走層を貫いている岩脈である。

外観は淡黒灰色やゝ粗鬆であり，直径 1 〜 5mm 大の気泡が散在し，一部には黄鉄鉱

の微粒が散含されている。

斑晶：斜長石・角閃石

斜 長 石 は 長 柱 状 で 大 き さ 0.5 〜 1.0mm。 角 閃 石 は 量 は 少 な い が 大 き さ 0.7

m m 程 度 で オ パ サ イ ト 化 し て い る 。

石 基： 全 体 的 に ガ ラ ス 質 で あ っ て， 斜 長 石・ 普 通 輝 石・ 磁 鉄 鉱 お よ び ガ ラ ス か ら

な っ て い る 。
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　Ⅱ．4．3　紫蘇輝石普通輝石安山岩

　大沢の北方 300m の小沢の中流，網走層中に岩床状に迸入している安山岩で，下位

は網走層の集塊岩に移化している。外観は灰黒色やゝ粗鬆で，短径 1 〜 5mm，長径 1

〜 10mm 大の気泡を多く散含する。鏡下の観察は次のようである。

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石

斜長石は大きさ 0.5 〜 1.0mm 大で量は多い。普通輝石は大きさ 0.5 〜 0.8

mm 大で量は多い。紫蘇輝石は大きさ 0.5mm 大でこれも量は多い。

石 基： 普 通 輝 石・ 斜 長 石・ 磁 鉄 鉱 な ど か ら な り， ガ ラ ス 質 で あ り， 間 粒 構 造 を 示

す。

Ⅱ．4．4　橄欖石普通輝石安山岩

　大沢北方 300m の小沢の沢口付近の網走層中に迸入している安山岩岩床で，外観は

暗黒色，緻密である。

斑晶：斜長石・普通輝石・橄欖石

斜 長 石 は 大 き さ 約 1mm 大 で 量 は 多 い。 塵 埃 状 物 質 を 包 有 し て い る。 普 通

輝 石 は 多 量 で 大 き さ 1.0 〜 1.5mm。 橄 欖 石 は 量 は 多 く 大 型 で あ り， 結 晶

のほとんどがイディングス石に置換されている。

石基：斑状構造を示し，斜長石と普通輝石のほかは褐色鉱物に変化している。

　これらのほか，明治付近の海岸に露出する安山岩岩床の周辺は，外観灰色 ( 風化し

て黄褐色 ) の細粒凝灰角礫岩状を呈するが，この角礫部は普通輝石安山岩と紫蘇輝石

安山岩との礫からなっている。

　能取半島美岬付近の油徴地南方の網走層中の岩床状安山岩は，外観淡青黒色で直径

1 〜 10mm 大の円形の気泡を多く包含している。鏡下では非顕晶質であって，斑晶は

斜長石のほか普通輝石がかろうじて観察される。石基はガラス質であって，塡間構造

を示している。
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Ⅲ．応　用　地　質

Ⅲ．1　石　　油

　能取半島東側一帯は，網走の油徴地として古くから有名であったため，油徴地付近

の調査は大正年間の初期から行なわれていて，その報告も発表されている 1)2)。　油徴

地は能取半島東海岸の美岬付近，同じく東海岸の大沢入口，大沢から約 500m 南方海

岸，大沢から約 1,200m 南方海岸，およびポンモイ海岸などに存在している。美岬の

油徴地は，網走層の細礫岩・中粒砂岩・集塊岩の互層を安山岩の岩脈 ( 幅約 10m) が

貫いており，その接触部および安山岩の亀裂中に，黒色のタール状原油が付着してい

るもので，過去においてはこれらを集めて燃やしたことがあった由である。また付近

の人の話ではこゝの沖合 100m の海面には，しばしば油膜が浮かぶことがあるとのこ

図版 9　美 岬 の 油 徴 地
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とである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　大沢の油徴地は沢口から約 500m 上流に安山岩の岩脈があり，河床の安山岩体を割

るとそのなかの球顆状空洞に少量の軽質の石油が溜っていて，水中で油膜を拡げる。

　大沢南方 500m の海岸では，網走層の砂質淤泥岩が石英脈によって網状に貫かれて

おり，その一部が暗青灰色の粘土になっているが，その粘土に強い油臭を伴ない，か

つ若干の石油が滲潤している。また，そのすぐ近くに安山岩の岩脈 ( 幅約 5m) が露

出し，接触部が粘土化しているが，その粘土および安山岩中の球顆状空洞に軽質の石

油が少量含まれている。

　大沢南方 1,200m の海岸では，網走層の硬質粗粒砂岩を石英脈が貫き，その石英脈

中の亀裂，または空洞中に少量の軽質油を含んでいる。

　上記の油徴のほとんどが，火成岩に関係のある部分にみられるものであるが，次に

述べるポンモイ海岸の油徴だけは火成岩に関係なく，網走層基底部に近い水成岩中に

認められる。すなわちポンモイ海岸においては，ポンモイ背斜が海岸にまで延びてお

り，その軸部付近に相当する地域に，網走層基底部に近い粗粒砂岩・細礫岩の互層が

露出している。この互層の一部の小亀裂に沿って，細礫岩や粗粒砂岩のなかに少量の

軽質油が滲潤している。

　上記各所の油徴の状況から推察して，もし石油鉱床が賦存するとすれば，それはお

そらく網走層下部の地層，またはそれよりも下位の地層，すなわち車止内層のなかで

はないかと考えられる。

　これらの油徴地においては，未だ石油を目的とした本格的試掘井の掘鑿された例は

ないが，仄聞するところによると昭和 35 年の夏には，帝国石油株式会社が車止内背

斜に石油を目的とした深度 500m 程度の試掘を実施するという。この結果いかん

は，東部北海道の含油第三系の分布範囲の広大なことを考慮すれば，すこぶる注目す

べきことである。なんとなれば，東部北海道地域ではいままでにはっきりした目的の

もとに，石油会社が実施した試掘はこれが最初であるからである。

Ⅲ．2　天然ガス

　天然ガスの徴候地が網走港内帽子岩・車止内の沢の天都山中腹・ポンモイ競馬場の
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第 2 表　網走市付近天然ガス付随水分析値

分析：地質調査所

第 3 表　天然ガス分析値 (Vol.  % )

分析：地質調査所
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沢などに存在する。

　帽子岩のガス徴は，帽子岩にケイソン製作のための深さ約 7m のドックがあり，そ

の内部にガスが湧出している。地質は帽子岩全体が安山岩であって，ドックの底の安

山岩中の小亀裂から可燃性のガスが若干の湧水に伴なって約 0.5m3/d 湧出している。

こゝは昭和 28 年に網走市役所で深度 20m および 50m の地化学調査用の試掘を行な

っ た が， 市 役 所 R―1 号 井 ( 深 度 50m) か ら は 水 を 伴 な わ ず に 0.1m3/d の ガ ス が

湧出した。市役所 R―3 号井 ( 深度ドック底から 20m) からは 47m3/d の湧水に伴

なって，0.2m3/d のガスが発生している。なお R―1 号井の掘鑿直後には，溜りガ

スが約 70m3/d の割合で暫時噴出した。

　天都山中腹のガス徴は，往時民家で飲料水用の井戸を掘った際に，井戸のなかから

相当量のガスが湧出し，危険なために井戸に蓋をしてしまった由で詳細の観察はでき

なかった。

　ポンモイ競馬場の沢のガス徴は，昭和 28 年に網走市役所が天然ガスの調査用に深

度 60m の試掘をこの沢中に行なったが，この市役所 R―2 号井からは水を伴なわずに

0.1m3/d 程度のガスが発生した。こゝの地質は 0 〜 5m は表土，5 〜 20m は車止内

層の縞状淤泥岩部層，20 〜 61m は細粒砂岩部層であって，少量のガスは細粒砂岩部層

から発生しているものと考えられる。

　網走市役所 R―2 号井の試掘の結果ガス徴を見たことと，その際に行なわれた地化

学的試験の結果から，車止内層の細粒砂岩は一応ガスを含む地層であることは判った

が，砂岩の粒度が細かいため優秀な産ガス層にはなりえないが，車止内層の塊状淤泥

岩部層の下位には，砂岩の卓越する地層が存在することが図幅地域外卯原内方面の調

査によって知られている。次に帽子岩・網走市役所 R―1・同 R―2・同 R―3 などの

天然ガス付随水分析値，および帽子岩のガス分析値を示す。

Ⅲ．3　石　　材

　網走港南岸に露出する安山岩，およびポンモイの釧網線トンネル南口付近の安山岩

は，網走市が石切場として道路補装用のバラスおよび築港・護岸などの工事用石材な

どを切り出して使用している。



Ⅲ．4　亜　　炭

　ポンモイ海岸に開いている各小沢には，美幌層の亜炭が分布している。層厚は最厚

が 2m 程度で膨縮が甚だしい。露頭部における分布範囲は余り広くはないが，網走市

街にすこぶる近いので注目される。現在までに開発利用されたことはない。
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T h e  a r e a  i n c l u d e d  i n  t h e  m a p  o c c u p i e s  t h e  e a s t  s i d e  o f  N o t o r o  
p e n i n s u l a ,  a  t a b l e l a n d  i n  t h e  g e o g r a p h i c a l  f e a t u r e ,  t h e  u p p e r m o s t  p a r t  o f  
w h i c h  i s  m a i n l y  c o m p o s e d  o f  t h e  B i h o r o  f o r m a t i o n  o f  P l e i s t o c e n e  e p o c h .  

I t  c o n s i s t s  o f  t h e  K u r u m a t o m a n a i  f o r m a t i o n  o f  t h e  l o w e r m o s t ,
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t h e  A b a s h i r i  f o r m a t i o n  c h a n g i n g  l a t e r a l l y  i n t o  t h e  M a s u u r a  f o r m a t i o n 
o f  M i o c e n e  e p o c h  a n d  t h e  B i h o r o  f o r m a t i o n  o f  Q u a t e r n a r y  e r a .  

T h e  i n c l i n a t i o n  o f  t h e  s e d i m e n t a r y  r o c k s  i s  t o w a r d  w e s t  o n  t h e 
w h o l e  o n  t h e  e a s t  c o a s t  o f  t h e  p e n i n s u l a .   T h e  c o n s p i c u o u s  g e o l o g i -
c a l  s t r u c t u r e s  a r e  t h e  K u r u m a t o m a n a i  a n t i c l i n e  a n d  t h e  T e n t o z a n 
s y n c l i n e ,  t h o u g h  s m a l l  i n  s c a l e  o n  t h e  s o u t h  s i d e  o f  t h e  A b a s h i r i  
r i v e r  a n d  t h e s e  s t r u c t u r e s  a r e  c u t  b y  t h e  P o n m o i  f a u l t .   T h e  P o n m o i 
a n t i c l i n e  a n d  t h e  P o n m o i  s y n c l i n e  a r e  d i s t r i b u t e d  f a r t h e r  s o u t h w a r d s .  
A n d e s i t e ,  o n l y  o n e  k i n d  o f  t h e  i g n e o u s  r o c k  i n  t h e  a r e a  i s  d i s t r i b u t e d 
f o r m i n g  s h e e t s  a n d  d y k e s  i n  t h e  A b a s h i r i  f o r m a t i o n .   T h e  g e n e r a l  
g e o l o g y  o f  t h e  a r e a  i s  s u m m a r i z e d  i n  t h e  T a b l e  1 .  

K u r u m a t o m a n a i  f o r m a t i o n    I t  c r o p s  o u t  n e a r  t h e  K u r u m a t o m a n a i  
v a l l e y .   I t  i s  d i v i d e d  i n t o  t h r e e  m e m b e r s ,  t h a t  i s ,  b a n d e d  m u d s t o n e ,  
f i n e - g r a i n e d  s a n d s t o n e  a n d  m a s s i v e  m u d s t o n e  i n  a s c e n d i n g  o r d e r .  
No basal  par t  or  the lowermost  par t  of  the formation is  o b s e r v a b l e .  

A b a s h i r i  f o r m a t i o n    T h e  A b a s h i r i  f o r m a t i o n  o v e r l i e s  t h e  K u r u -  
m a t o m a n a i  f o r m a t i o n  i n  p a r a l l e l  u n c o n f o r m i t y.   I t  i s  d i s t r i b u t e d  n e a r -
l y  a l l  o v e r  t h e  a r e a  a n d  c o n s i s t s  o f  c o a r s e - g r a i n e d  s a n d s t o n e ,  c o n -
g l o m e r a t e ,  m e d i u m  s a n d s t o n e  a n d  p y r o c l a s t i c s .   T h e  t o t a l  t h i c k n e s s  o f  
t h e  f o r m a t i o n  r e a c h e s  t o  6 5 0  m .  

M a s u u r a  f o r m a t i o n    I t  i s  d i s t r i b u t e d  a l o n g  t h e  P o n m o i  c o a s t  a n d 
c o n s i s t s  o f  f i n e - g r a i n e d  s a n d s t o n e ,  m u d s t o n e  a n d  s h a l e  i n  o n e  a r e a 
a n d  d i a t o m a c e o u s  m u d s t o n e  i n  t h e  o t h e r .   T h e  M a s u u r a  f o r m a t i o n 
a n d  t h e  A b a s h i r i  f o r m a t i o n  a r e  c o n t e m p o r a n e o u s  o n  a g e  b u t  d i f f e r e n t  
i n  f a c i e s .  

N o t o r o  f o r m a t i o n    I t  i s  u n d e r l a i n  b y  t h e  A b a s h i r i  f o r m a t i o n 
c o n f o r m a b l y  a n d  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  m i d s t r e a m s  o f  t h e  F u t a t s u i w a 
v a l l e y  t h o u g h  v e r y  s m a l l  i n  a r e a .   I t  c o n s i s t s  o f  s o - c a l l e d  h a r d  s h a l e  
a n d  t h e r e f o r e ,  i s  c o r r e l a t e d  t o  t h e  W a k k a n a i  f o r m a t i o n  o r  t h e 
K o s h i k a w a  f o r m a t i o n .  

B i h o r o  f o r m a t i o n    I t  l i e s  n e a r l y  h o r i z o n t a l l y  o v e r  t h e  w i d e  a r e a ,
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a n d  o v e r l i e s  t h e  a b o v e - s t a t e d  Te r t i a r y  f o r m a t i o n s ,  u n c o n f o r m a b l y .  
T h e  l o w e r  1 0  m  c o n s i s t s  u s u a l l y  o f  u n c o n s o l i d a t e d  g r a v e l s ,  s a n d s  a n d 
p y r o c l a s t i c s ,  b u t  i n  t h e  a r e a  n e a r  A b a s h i r i  c i t y ,  i t  i s  c o m p o s e d  o f  
a l t e r n a t i o n s  o f  s a n d ,  c l a y  a n d  p y r o c l a s t i c s ,  n e a r  t h e  u p p e r  l i m i t  o f  
w h i c h  o c c u r s  l i g n i t e .   T h e y  a r e  c o v e r e d  b y  v o l c a n i c  a s h e s .  

ECONOMIC GEOLOGY 

Petroleum  

T h e  o i l  s e e p a g e s  a r e  o b s e r v e d  a t  s e v e r a l  l o c a t i o n s ;   C a p e  B i  ( B i -
m i s a k i )  a l o n g  t h e  e a s t  c o a s t  o f  N o t o r o  p e n i n s u l a ,  t h e  e n t r y ,  5 0 0  m 
s o u t h w a r d  p o i n t ,  a n d  1 ,  2 0 0  m  s o u t h w a r d  p o i n t  o f  O s a w a  v a l l e y  a n d 
P o n m o i  c o a s t .   A t  t h e  s e e p a g e  a l o n g  t h e  P o n m o i  c o a s t ,  o i l - b e a r i n g 
c o a r s e - g r a i n e d  s a n d s t o n e  o f  t h e  b a s a l  p a r t  o f  t h e  A b a s h i r i  f o r m a t i o n 
i s  e x p o s e d  a l o n g  t h e  a x i s  o f  t h e  P o n m o i  a n t i c l i n e .  
   T h e  o t h e r  s e e p a g e s  a r e  s i t u a t e d  a t  t h e  c o n t a c t  p a r t  a n d  i n  t h e  
c a v i t i e s  o f  t h e  a n d e s i t e  i n  t h e  A b a s h i r i  f o r m a t i o n .  

Natural  gas  

T h e  n a t u r a l  g a s  s e e p a g e s  a r e  f o u n d  i n  t h e  f o l l o w i n g  s e v e r a l  l o c a -
l i t i e s ;   B ō s h i - i w a ,  K u r u m a t o m a n a i  v a l l e y ,  t h e  m o u n t a i n  s l o p e  o f  M t .  
T e n t o  a n d  t h e  v a l l e y  n e a r  P o n m o i  h o r s e - r a c e  s t u d i u m .  
   S e v e r a l  g a s  w e l l s  a r e  d r i l l e d  b y  A b a s h i r i  C i t y  O f f i c e  f o r  t h e  e x -
p l o i t a t i o n  o f  n a t u r a l  g a s  a t  B ō s h i - i w a  a n d  a l o n g  t h e  a x i s  o f  t h e  
P o n m o i  a n t i c l i n e .   T h e  f o r m e r  c o n s i s t s  o f  t w o  w e l l s  a n d  t h e  l a t t e r  
o n e ,  t h e  r e s u l t s  o f  w h i c h  a r e  s u m m a r i z e d  i n  t h e  f o l l o w i n g  t a b l e  2  .  

Building stone  

A n d e s i t e  i s  u s e d  f o r  t h e  c o n s t r u c t i o n  o f  t h e  r o a d  a n d  p o r t .  

Lignite  

I t  i s  e x p o s e d  i n  t h e  B i h o r o  f o r m a t i o n  a l o n g  P o n m o i  c o a s t ,  t h e  
t h i c k n e s s  o f  w h i c h  r e a c h e s  t o  2  m  i n  m a x i m u m  b u t  c h a n g e s  l a t e r a l l y .
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T a b l e  2    R e s u l t s  f o r  E x p l o i t a t i o n  o f  N a t u r a l  G a s  We l l  
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